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本研究では三つの母児免疫および胎盤機能を明らかにする新たな手法を確立した。一つは、

申請者が独自に開発した生体内で分子・細胞機能を可視化する生体二光子イメージングであ

る。生きている母体の子宮壁を通して、胎児・胎盤を動的に評価するシステムを確立した。

胎盤循環、血栓・止血反応、さらには免疫細胞の動態が明らかになった。胎盤中の各部に存

在する多様な形態の細胞を分別し、免疫反応を明らかにするために生体に特化したソフト開

発もあわせて行い、自動的に母体・胎児の免疫細胞の種別を明らかにするシステムを開発し

た。一方で、子宮壁のぜん動運動によるアーティファクトは除くことが難しく、現在、先読

み制御およびサーボモーター駆動を使った追跡可視化を試みている。また、胎盤では

Trophoblast の侵入、および、自発的な血栓反応がみられた。特に血小板凝集は高頻度かつ確

率的に起きており、病態への寄与が示唆された。 

もう一つは網羅的なヒト末梢血細胞の免疫反応解析である。今回は特に制御性 T 細胞にフ

ォーカスして解析をおこなった。Pre-Eclampsia（PE）および正常妊娠の母体血液を比較した

ところ、両者間には有意な差を認めなかったが、週数がすすむごとに PE 例では制御性 T 細

胞の減少がみられた。 

最後は、ヒト胎盤の可視化および遺伝子解析である。掻爬術例および流産症例の胎盤に対

し、二光子観察および遺伝子解析を現在開始している。二光子観察では、母体・胎児の絨毛

の交絡点が観察されており、上記の技術とあわせて母児免疫の全貌が明らかになると考えら

れた。 
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